
漁業と食糧資源

　「海は広いな、大きいな」̶ 私たちは
海に未知の可能性を感じ、憧れ、そし
て開発、利用と、海での活動を行って
きました。その最も古いものが「漁業」
ではないでしょうか。漁業は農業よりも歴
史が古く、水中の生物を捕獲することは、
人類の祖先の時代から行われてきたと
言われています。そしてこの食糧獲得
の方法は産業へと発展し、漁業は今で
も世界各地で盛んに行われている、野
生生物の狩猟です。また漁業は私たち
に食糧などを供給してくれるばかりでな
く、世界の数百万人の人々の収入と生
活の源となっています。

　21世紀は環境と食糧の世紀と呼ばれ
ることがあり、この時代に暮らす私たち
には気候変動などの環境の問題ととも
に、増え続ける人類に如何にして食糧
を供給するかという大きな課題に直面し
ています。農地開発の限界や水資源の
取り合いなどが顕著になる現代、海の

食糧資源は期待できるのでしょうか？実
はそうでもありません。国連食糧農業機
構（FAO）の統計によると、世界の漁業・
養殖業の2008年の生産量は約１億
4200万トンでした。そのうち漁業の生産
量は約9000万トン（海で8000万トン）
で、南東太平洋のエル・ニーニョ現象
の影響を受けて資源量が変動するペ
ルー・カタクチイワシ（アンチョベータ）
の漁獲量を除けば、世界の漁業生産
量は21世紀に入ってからはほぼ一定で
す。私たちが資源として使っている魚た
ちのうち、まだまだ漁獲しても大丈夫と
考えられた魚たちの比率は、1970年こ
ろには40％でしたが、2008年には15％
にまで低下しました。一方で、獲りすぎ
と評価される魚たちの比率は1974年の
10％から2008年には32％にまで増加し
ています（そのうち1%だけは枯渇から
回復中）。そして残りの53％の魚たちは、
これ以上漁獲できる余地はないと考えら
れています。特に、アンチョベータやス
ケトウダラなど、世界の海での漁獲量の
約30％を占める上位10種のほとんどは

これ以上漁獲できる余地はないと考えら
れています。また、養殖生産量の増加
は近年著しいものがありますが、養殖の
餌には漁業で獲られた魚が多く用いら
れています。

混獲と投棄はなぜ起きるか

　このような状況の下、私たちは必要な
食糧を将来にわたって持続的に確保す
るために、水産資源を無駄遣いしない
ように努力する必要があります。

　しかし実際には、どのような漁業にお
いても水産資源の無駄遣いは多かれ少
なかれ存在します。その代表例が「混
獲・投棄」と呼ばれる行為です。「混獲」
とは字の通り、混じって獲られることです。
多くの漁業では船の魚倉に獲れた魚を
溜めて港まで持ち帰るわけですが、魚
倉に積みきれないほど対象種とその他
の生物（混獲生物）が獲れてしまったら
どうなるでしょうか？　混獲生物が対象種
よりも高価なものでない限り、これらは海
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漁業の混獲・投棄について
－海の恵みの無駄遣いをなくすために－

魚介類の消費量が多い日本は世界で最も漁業の恩恵を受けている国
といえるでしょう。私たちは疑いもなく旬の魚介類を楽しみ、豊かな食材
を日々 の暮らしに活用しています。しかし、目当ての漁獲物を得るために
どのような生き物がどれだけ混獲され、その混獲物はどう処理されてい
るのか知る機会はありません。

今号では、長崎大学水産学部の松下吉樹教授に漁業における混獲と
投棄について、解説いただきました。 荒天の中で操業する東シナ海の底びき網漁船



へと「投棄」されます。また、魚倉に余
裕があったとしても、混獲生物が売れな
いものだったり、食用に使えなかったり
すれば、投棄されてしまいます。これは
経済活動として当然のことです。投棄さ
れた混獲生物は、状況によって死んで
しまったり、生き残ったりします。投棄さ
れた生物の生残については、獲り方や
魚の取り扱い、海の環境などによって異
なり、生き残ることを期待して丁寧に扱う
「再放流（catch & release）」を行った
としても生き残る保証はありません（表
１）。したがって漁業では混獲とそれに
引き続き起こる投棄をできるだけ減らすこ
とが重要と考えられています。

混獲の定義

　混獲の定義にはいろいろな考え方が
あり、北米や欧州など温帯から寒帯に
位置する国々ではたくさんの種類の生
物が一度に獲れることは少ないので、
対象生物以外の生物の漁獲は混獲と
考えることが一般的です。一方、日本
の漁業のように熱帯から温帯の海で行
われる漁業では単一種だけが漁獲され
ることはほとんど無く（イカ釣り漁業など
の例外はありますが）、漁獲物には多
種多様な生物が含まれ、対象生物や
混獲生物の定義が曖昧になります。こ
うした理由より、水産資源の無駄遣いと
いう観点からは、投棄が問題となります。

一方、減少が著しい種や絶滅に瀕して
いる種など、生物の資源状態に問題が
ある場合には混獲も問題となります。

　2005年に公表されたFAOの技術報
告書第470号によると、年間約700万ト
ンの生物が世界の漁業により投棄され
たと推定されています。近年の日本の
漁業生産量は400万トン前後ですので、
この無駄遣いの多さをわかっていただけ
ると思います。

　それではなぜ混獲・投棄が起こるの
でしょうか？　要らないから棄てられる？ 
…身も蓋もありません。要らないのに何
故、獲っちゃうのでしょうか。日本の漁
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▲図1．東シナ海の底びき網漁業の漁獲物（上）
船上で選別され水揚げされる対象生物（左下）および投棄される生物（右下）

▼表1. 漁獲を免れた生物の生残性（Chopin and Arimoto, 1995を改編）
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業を例として考えると、要らないのに獲
れてしまう場合と、昔は要ったのに要ら
なくなったという場合があります。

　例えば小さなエビを網で獲ることを想
像して下さい。小さなエビを獲るために
は小さな網目の網を使わなければなりま
せん。そうするとエビと一緒に網に入っ
た大きな生物は網に残ってしまいます。
熱帯のカリブ海でエビ類を対象とする底
びき網漁業では、1 kgのエビを獲ろうと
すると約14 kgの投棄が生じるという衝
撃的な報告もあります。

　一方、日本の漁業は伝統的に漁獲
された小型あるいは低価値の生物でも
利用してきました。かまぼこやその他の
水産加工品は、こうした低価値の生物
の付加価値を高めたり、保存しやすくし
たりする方法として発展してきました。し
かし近年の漁業者の減少や高齢化によ
る労働力不足、さらに水産物の輸入の
増大から、低価値の漁獲物の利用が
十分に行われずに、投棄が増加してい
ることが考えられています。また価値の

高低は相対的なもので、漁業のコスト
の違いによって投棄か水揚げかが左右
される場合もあります。例えばある沖合
（中型の船を使用）の底びき網漁業で
は、サメ類、エイ類などの一部は水揚
げされますが、同じ水揚げ港を利用す
る遠洋（大型の船を使用）の底びき網
漁業では、これらの魚類は投棄されて
いました。これは、労働力や燃油など
の操業コストが高い漁業では、より価値
の高い漁獲物を船に積むために、サメ
類、エイ類のような低価値の生物を投
棄したと解釈できます。

混獲が引き起こす問題

　混獲・投棄は労働の観点からも問
題となります。エチゼンクラゲが大量に
やってきて網に入り、網が上がらなくなっ
たり、一緒に入った漁獲物が傷ついて
価格が安くなったりして、漁業者の皆さ
んが大きな被害を受けたニュースを憶え
ていらっしゃる方も多いと思います。

　以上のような水産資源の無駄遣い、
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コスト、労働の問題は、どちらかといえ
ば水産業界の内部の問題です。混獲・
投棄の問題を緩和することは水産資源
を有効に利用するために、そして適切
に管理するために重要です。さらにこ
れらの問題に加えて、ウミガメ類や海産
ほ乳類、海鳥類などの偶発的な混獲
は、水産業界外部からの批判が大きく、
解決が望まれています。例えばマグロ
を釣る餌は、ウミガメやサメ、海鳥など
マグロと同じ海に住む生物たちにとって
も魅力的な食べ物です。日本人が大好
きなマグロ類を獲る延縄漁業（たくさん
の釣針をつけたロープを海に沈めてマ
グロを狙う漁業）では、こうした生物の
混獲が野生生物の保護上、無視でき
ないと考えられています。

混獲・投棄は減らせるか

　それでは混獲・投棄を減少させるた
めにはどのような取り組みが必要でしょう
か。混獲・投棄を減少させるための考
え方には大きく分けて2つがあります。１
つめは、無駄な生物を獲らないようにす

▲有明海の刺網漁業で混獲されたアカエイ
オコゼなどが大漁のときには投棄されることもあります

▲長崎沿岸の底延縄漁業の漁獲物。サメ類などは投棄されます。



和歌山県御坊市出身、東京水産大学海洋
環境工学科卒業後、水産庁水産工学研究
所（現独立行政法人水産総合研究セン
ター）を経て、現在、長崎大学大学院水産・環
境科学総合研究科教授。専門は漁業生産
工学。世界中の漁業の現場で研究活動を展
開。混獲・投棄の緩和や省エネルギーのため
の漁業技術の普及に尽力している。
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ることです。図2はある年に伊勢湾の
底びき網漁船がどこで何を漁獲したか
を大まかに示しています。このように多く
の漁業では、場所と時期によって漁獲
する生物を選択しています。また、網目
や釣り針の大きさとそれらによって漁獲さ
れる生物の大きさには一定の関係が認
められます。網目は魚を大きさによりふる
い分けますから、小さな魚は漁獲されま
せん。このように本来、漁業で使われ
る道具（漁具）とその使用方法（漁法）
はその漁場の生態系から、ある特定の
種や大きさの生物を漁獲する特性（選
択性）を持っています。しかし、前述の
ように獲りたい生物が他の生物よりも小
さい場合には、網目の大きさだけでは
混獲・投棄を防止することはできない
ので、こうした漁業では混獲・投棄を
減らすための特別な漁具の研究が行わ
れています。例えば、小さなエビは逃
がさずに小さな魚を脱出させる脱出口を
備えた底びき網（図3）やウミガメが飲
み込みにくい「サークルフック」と呼ばれ
る形状の釣り針などはすでに各地の漁
業で使われています。

　混獲・投棄を減少させるためには
獲れてしまったものを投棄しないで、利
用しようとすることも重要です。近年で
は「MOTTAINAI（もったいない）」を
キーワードに、傷があったり、数量が
揃わなかったりしたために一般的な流
通ルートに乗らない魚を利用する試み
が日本でも見られます。「食べられるも
の」を棄ててしまわずに、大事にするこ
とは私たち日本人の価値観に合ってい
ると思います。しかし漁業で投棄され
る生物の中には、たとえばタイやヒラメ
など有用種の小型個体が含まれること
も多々あります。こうした生物は価値が

▲図2．伊勢湾の小型底びき網漁業の漁場と対象生物
の季節変化（武内ら, 2006を改編）

▲長崎沿岸の底延縄漁業の操業風景
アカアマダイやイトヨリ類を狙います

▲図3．千葉県で使用されている小さな魚を逃がせる
底びき網漁具（Matsushita and Shida, 2001）

高くなる大きさに育つまで待って（それま
では獲らないようにして）利用したほう
が、経済的にも得策です。海の野生
の生物たちをこれからも食糧として利用
するためには、「売れるから売っちゃおう」
ではなく、彼らの状態（増えているとか
減っているとか）や育つ環境、漁獲し
て私たちの食卓まで届けてくれる人や
技術などに思いをはせることが大切だと
思います。私はこうした消費者が見え
ない情報をできる限り多くの方々にお届
けしたいと考えています。

http://www2.fish.nagasaki-u.ac.jp/FISH/
KENKYU/22Matsushita/FTL.html




